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今月の
表紙「知恵もなければ技もなし
　　　　　　  あるのは思いやり」

ご意見募集！
　広報誌をより良くしていくために皆様からのご意見を募集しています。また、ご意見と一緒に７
ページのクイズの答えを一緒にお送りいただくと、正解した方の中から抽選で３名様に日南町の
特産品をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、葉書に①住所②お名前③電話番号④クイズの答え⑤ご感想･ご意見をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち
込みください。皆様からのご応募お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

大切にされていることは
　皆様にご協力いただき成り立っているので“思
い”を受けたら“思い”で返したいです。格好ばか
り綺麗なものを作っても心が通わなければ、それは
良いものでないと思っています。料理人、道場六三
郎の名言「知恵もなければ技もなし あるのは思い
やり」という言葉が一生のテーマです。

日南町のみなさまへ

　長い間ご贔屓にしてい
ただきありがたいと思っ
ています。おかげさまで
20年続けることができま
した。皆様のご期待に沿
うことができるよう頑張
りますので今後も引き続
きよろしくお願いいたし
ます。

　実家付近の川沿いに洗
濯や洗い物ができるよう
な川の水が溜まっている
スペースがあり、「水
川」と呼ばれていました。
女性が集まっている様子
を見て、地域の皆さんが
気軽に集える場所になれ
ばという願いを込めて
そこから名付けました。

料理の道に進もうと思ったきっかけは

お店の名前「水川」の由来は

　「美味しかったよ」と言っていただけたり、
喜んだり、楽しんだりしていただけることが一
番のやりがいです。コロナ禍で“黙食”が推奨
されている今の状況は心苦しいです。

お仕事のやりがいは　高校生の頃から喫茶店を開くことが夢でした。
東京に出た際に料理の基礎が学べると思い、日
本料理店に修行に入りました。日本料理は奥が
深く面白かったので、それからずっとこの道で
続けています。

　日南町三栄出身。高校卒業後、東京の警備
会社に就職。日本料理店に転職し修業を重ね、
35年前にUターン。23年前に「料理 水川」を
オープン。四季折々の
旬の食材を使った本格
和食と温かな人柄が魅
力で、長年地域で愛さ
れている。

原  博文さん（63歳）
はら ひろふみ

３月号は、｢料理 水川｣の原博文さんをご紹介します。
はら ひろふみ

料理 水川
住　　所：日南町生山406-10
お店でのお食事：昼・夜（要予約）
ご予算に応じてお作りします（夜は3,000円～）
お弁当・仕出し：3日前までにご予約ください
ご予算に応じてお作りします
ご予約先・お問合せ先電話番号：82-6030 仕出し料理

仕出し料理
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第２回 「日南町おしごとバンク交流会」
開催のお知らせ

★開催日程
【日時】令和4年3月13日（日）午後1時から3時
【会場】日南町総合文化センター　多目的ホール
【問合せ】役場企画課　TEL 82-1115

★参加希望者の方
　事前の参加申し込みは不要ですので、お気軽に
ご参加ください。

★参加希望事業者の皆さま
　日南町内の事業者の皆さまで、求人を希望され
る事業者の皆さまであれば、業種を問わずご参加
いただけます。
　詳しくは、役場企画課までお問合せください。

　日南町では、人手不足に悩む事業者と、シニア世代・
子育て世代などの方で、フルタイムではなく、短時間・
短期間（ショートタイム）で働きたいと考える皆さまを
つなぐ仕組みとして「おしごとバンク」を検討しています。
　なお、「おしごとバンク」は「日南町×鳥取大学×ソ
フトバンク」の三者が連携して取り組みを行っているも
のです。

　第1回目の交流会では、町内の10事業者がブースに分かれ、仕事内容や条件などを参加
者に説明しました。交流を通じて、参加者2人の仕事が見つかりました。仕事が見つから
ない場合でも、連絡先の交換を行うなど継続して交流を行っていきます。

～第1回目（令和３年12月11日開催）の交流会の内容～

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
　本イベントを延期または中止とします。

■参加者：10人、■参加事業者：10事業者、■仕事が見つかった人：2人

おしごとバンク交流会の
詳細をHPでチェック！
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　幼
稚
園
の
機
能
と
保
育
園
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
認
定
こ
ど
も

園
に
す
る
こ
と
で
、
就
学
前
の
教
育
・
保
育
を
一
体
と
し
て
捉
え
、

一
貫
し
て
取
り
組
む
た
め
で
す
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
ね
ら

い
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
受
け
入
れ
ら
れ
る
子
ど
も
の
条
件
が
広
が
る

②
１
歳
か
ら
５
歳
の
異
年
齢
の
中
で
生
活
す
る
の
で
、
主
体
性
や

　
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
、
思
い
や
り
の
心
が
よ
り
育
つ

③
幼
児
教
育
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
小
学
校
教
育
と
の
連
携
・
交
流

　
が
密
に
な
る

④
育
児
相
談
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

　
保
護
者
の
不
安
軽
減
に
つ
な
が
る

⑤
新
た
な
幼
児
教
育
・
保
育
文
化
が
形
成
さ
れ
、
担
任
同
士

　
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
る

　
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
教
師
な
ど
周
り
の
大

人
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
学
問
や

芸
術
、
文
化
な
ど
に
触
れ
た
り
、
先
生
や
仲
間
と
一
緒
に
考
え
た
り
、

話
し
合
っ
た
り
、
協
働
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
『
學
』
の
字

の
成
り
立
ち
で
す
。

　で
す
か
ら
、
『
學
』
の
字
＝
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
学
ぶ
」
た
め
に
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
の
関
わ
り
が
大

事
な
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
よ
い
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
大
い
に
ほ

め
、
悪
い
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
注
意
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
喜
び
あ
っ
た
り

楽
し
み
あ
っ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

そ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
自
尊
感
情
（
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
受

け
入
れ
る
感
情
）
が
高

ま
り
、
「
心
の
基
地
」

（
非
認
知
能
力
）
が
育

ち
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

学
ぶ
意
欲
が
高
ま
り
、

学
力
が
向
上
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
南
町
の
教
育
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る

大
人
の
手
が
と
て
も
重

要
で
す
。
そ
ん
な
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
の

で
す
。
こ
れ
が
、
日
南

町
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
で
す
。

　
教
育
の
中
で
乳
幼
児
期
は
特
に
大
切
な
時
期

で
す
。
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と
に

自
信
を
も
ち
、
生
き
る
こ
と
に
対
し
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
を
目
指
し
、

今
後
も
常
に
最
善
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
保
育
・
教
育
に

つ
い
て
町
民
の
皆

様
に
も
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
み
ん
な
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
認
定
こ
ど
も
園
に

変
わ
る
の
か

日
南
町
が
目
指
す
姿

『
學
』
の
字
こ
そ

　

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
だ
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保育園･小･中学校の
新たな歩み

特集

　令和4年４月から、町内の保育園は認定こども園
「にちなん十色（といろ)」としてスタートします。
　また、令和４年１月、保育園・小・中学校を一体的に
運営するための「学校運営協議会」を設置し、コミュニ
ティ・スクールがスタートしています。
　今回の特集では、新たにスタートするこの２つについ
てお伝えします。

　特に１歳から２歳の未満児の時期に安心できる人や
場所、心のよりどころを作ることで、「心の基地」
（非認知能力）を育みます。
＊１歳から２歳は「心育て」に力を入れます。「心の
　基地」は一生生きていくのに必要な力です。

１歳～２歳

　幼児期の脳は「楽しい！」と感じる時に発達します。
そして、教えられるより自分から意欲的に取り組むこ
とにより、発達効果が上がります。
＊３歳から５歳は「主体的に遊び込む」幼児教育の
　充実を図ります。

３歳～５歳

認定こども園になると
どうなるの？ 幼児教育

を行う
幼稚園

保育中心
に行う
保育園

子育て
支援する
施設

＋

＝

＋

　これまで広報にちなんでお伝えしてき
たコミュニティ・スクールがついに１月
からスタートしました。
　CSサポーターの方々をはじめ、町民
の皆様にはご理解とご協力いただき感謝
申し上げます。
　今回は日南町が目指す
コミュニティ・スクール
像についてお伝えしたい
と思います。

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
〜

「幼保連携型」認定こども園

まちの思い

「メ」は交わりを表しています。
上部の「メ」は祖先の霊との交わり、
すなわち学問や芸術、文化との交わり
を意味します。下の「メ」は仲間との
交わりを意味します。

下の子は幼い子どもを意味してい
ます。

建
物
の
意
味
を
表
し
て

い
ま
す
。

漢
字
の
上
部
の
両
脇
は
、
子

ど
も
の
交
わ
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
導
い
て
い
る
大
人
の
両

手
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

4/30　遠足・CSサポーター着任式 青戸晶彦教育長

問
合
せ
：
教
育
委
員
会
　
８
２

－

１
１
１
８

右図の通り、今までの保育園の
機能に加え、幼稚園で行う幼児
教育の要素が大きく加わります。

　認定こども園は子どもの保育と教育を一体的に
行う施設で、保育園と幼稚園の両方の良さを併せ
持っています。
　１歳～就学前までの子どもが利用でき、３歳～
５歳については、親が働いているいないに関わら
ず受け入れを行います。　
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下の子は幼い子どもを意味してい
ます。

建
物
の
意
味
を
表
し
て

い
ま
す
。

漢
字
の
上
部
の
両
脇
は
、
子

ど
も
の
交
わ
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
導
い
て
い
る
大
人
の
両

手
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

4/30　遠足・CSサポーター着任式 青戸晶彦教育長

問
合
せ
：
教
育
委
員
会
　
８
２

－

１
１
１
８

右図の通り、今までの保育園の
機能に加え、幼稚園で行う幼児
教育の要素が大きく加わります。

　認定こども園は子どもの保育と教育を一体的に
行う施設で、保育園と幼稚園の両方の良さを併せ
持っています。
　１歳～就学前までの子どもが利用でき、３歳～
５歳については、親が働いているいないに関わら
ず受け入れを行います。　



日南町  園・小・中一貫教育ビジョン
日南町教育目標
ふるさとを愛し、豊かな人間性と生き抜く力を育み、持続可能な未来を創造する優れた人材を育成する

園・小・中一貫教育目標

ふるさと日南

中
充実

小
基礎

園
めばえ

【３つのちから・めざす子ども像】

学び続ける力 関わり合う力 ふるさとを
愛する心

非認知能力とは…
意欲、協調性、粘り強さ、計画性、自制心、コミュニ
ケーション能力といった、内面的スキルを指す。 （自然･産業･歴史･文化･人材 等）

・夢や目標に向かって
　努力する生徒

・お互いの人権を尊重
　し、仲間と協働でき
　る生徒
・社会の一員としての
　自覚をもって行動で
　きる生徒

・ふるさとの良さや課
　題に目を向け、主体
　的に解決に向けて取
　り組む生徒

・わかる喜びを感じ、
　自ら学びに向かう子

・自分も友達も大切に
　し、進んで関わる子
・友達の気持ちを受け
　止め、自ら解決しよ
　うとする子

・ふるさと日南を知り、
　ふるさと日南から
　学ぶ子

・身の回りのことに興
　味をもち、自ら挑戦
　する子
・あきらめないで、最後
　までやろうとする子

・自分の気持ちや考え
　を言葉で伝えようと
　する子

・体験を通して、ふる
　さとの良さに触れ、
　楽しむ子

実践

思考

木育

自治的活動

非認知能力の
育成

交流活動

自己決定

地域貢献

日南学

ふるさとに学び 夢に向かい 生き生きと輝く 子どもの育成

 広報にちなん令和４年３月　 ６

　日南町の子どもたちをどのように育てていくべきか、保育園、小学校、中学校、教育委員会事務局で構成す
る「園・小・中一貫教育推進委員会」で検討し、作成しました。今後はこのビジョンに示された方針に沿っ
て、様々な教育活動を実施していきます。
　ふるさと「にちなん」に根を張り、大きく成長する木をイメージしています。



7　  広報にちなん令和４年３月

外国語指導助手
ルーシーの Happy Column

イラスト：ルーシー先生

Hello!
ルーシ

ーです

※前号の答え　②焼くと煙が出やすいので鬼が近寄らない

連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　「野菜」は人間が管理・育成するものをいい、「山菜」は自然に自生するも

のをいいます。日南町は本当に山菜の宝庫ですね。自慢できる我が町です。

　さて、たらの芽は「山菜の王様」と呼ばれ、とても人気があります。

　では、「山菜の女王」と呼ばれ、春から初夏に楽しめるものは何でしょうか。

クイズ 山菜編

地域コーディネーターだより

　春到来です。私たち農業者は忙しい時期を迎え、大

変ですが楽しみでもあります。夏から秋、冬へと移り

変わる季節ごとの美味しい野菜など、大地の恵みに期

待していただきたいと思います。

　今回は子どもの「心のよりどころ」について考えて

みます。私たち町民は、日南町の子どもたちに生き生

きと生活してほしいと願っています。先生や地域の人

たちから注目されていると子どもたちが感じれば、子

どもたちの方から大人へ気軽に話しかけてくるのでは

ないか、と私は思っています。元気で学校生活が送る

ことができれば、友達づくりも楽しく、新しいことに

もチャレンジするようになるでしょう。「心のよりど

ころ」をつくる第一歩は、大人が子どもたちの気持ち

を聞くこと。まずは、子どもたちにとって一番身近な

存在である保護者が、そして先生や私たち町民がしっ

かりと子どもたちの声に耳を傾けることが大切なので

はないでしょうか。

　ＣＳサポーター連絡協議会(２ヶ月に１回)では常に

「心のよりどころ」についての話題が上がります。

「子どもたちの成長のため、我々サポーターは色々な

角度から協力しましょう」と。素晴らしい協議会です。

興味のある方は、ぜひ覗いてみてください。

①たけのこ　②ふきのとう　③コシアブラ



オンライン移住相談会開催

　公益財団法人ふるさと鳥取県定住機構主催のオンラ

イン移住相談会「鳥取県IJUターンBIG相談会」が開催さ

れ、共催として日南町も参加しました。新型コロナウ

イルス感染症対策のためオンラインでの開催となりま

したが、顔を見ながら話すことができ、距離を感じさ

せない相談会となりました。

無病息災を願って
「霞のドンドさん」17

１

　日南町指定無形民俗文化財である伝統行事「霞の

ドンドさん」が行われ、地域住民約130人が参加しま

した。竹組の塔にはお守りのさるの人形やお菓子が

くくられており、一番上にくくられている大きい人

形は「天下のさる」と呼ばれ、これを取ると今年1年

間無病息災だと言われています。今年は、池岡弘紀

さんが「天下のさる」を獲得し、「仕事も陸上クラ

ブも頑張ります」と話されました。

日南町学校運営協議会発足

　「コミュニティ・スクール」の中核をなす「日南町

学校運営協議会」が発足し、第１回の会議が行われま

した。学校運営協議会とは、園・学校の運営に関して

協議するために設置される機関で、地域住民、保護者、

学識経験者、地域コーディネーター、園長・校長等の

18名の委員で構成されています。

　今回の会議では、会長に田邊隆則さん（矢戸）、副

会長に久城隆敏さん（霞）が選出され、日南町の子ど

もたちの長所や短所を考え、課題の把握と目標の設定

を行いました。

17
１

平井知事へ受賞報告18
１

　「第23回米・食味分析鑑定コンクール国際大会」

において国際総合部門の金賞を受賞された（株）米風土

鳥取（高橋隆造社長）の藤原恵司さんが、平井知事

へ受賞の報告をされました。報告を受け、藤原さん

から「受賞記念米」と「平井伸治舞」を受け取った

平井知事は、「“米”だけに皆さんが思いを“コ

メ”て作られたお米での金賞受賞、大変嬉しく思い

ます。これからも美味しいお米作りを続けてくださ

い」と、得意のジョークを交えて話されました。

まちの話題まちの話題
１
15～16

いけおか ひろき

  広報にちなん令和４年３月　  8

たなべ たかのり

くしろ たかとし

まいふうど

とっとり たかはしりゅうぞう ふじはら けいし



山の上保育園「クレパスで遊ぼう」

　山の上保育園では、地域の方と触れ合いながら色々

なことを教えてもらう機会を定期的に設けており、今

回はその事業の一環としてクレパスで遊ぶ体験をしま

した。園児たちは、クレパスで色を塗り、その上から

絵の具で色を重ねる「はじき絵」や、カラフルなクレ

パスで塗った上に黒のクレパスを塗り重ねたものを

削って描く「スクラッチ」に挑戦しました。それぞれ

が思い思いに色を塗ったり色んな模様を削ったりし、

一人ひとりの個性が出た作品が出来上がりました。

19
１

宮崎県日南市へ雪のプレゼント

まちの話題まちの話題

　昭和62年から交流が行

われている宮崎県日南市

へ雪のプレゼントをする

ため、日南小１年生が学

校裏に積もった雪を発泡

スチロールに詰めました。

この事業は日南町商工会の事業として毎年行われて

おり、今年は日南市の桜ヶ丘小学校へ約100キロの雪

が贈られました。参加した児童は「フワフワできれ

いな部分を送りたいな」と日南市の子どもたちに思

いを馳せながら雪を集めていました。

　雪のプレゼントを受け取った桜ヶ丘小の１、２年

生の児童たちは雪を触るのが初めてという子も多く、

早咲きの桜の下で雪遊びを楽しんだとのことです。

伊藤忠エネクス（株）から
企業版ふるさと納税

　石油製品販売事業等を営む伊藤忠エネクス（株）（東京

都千代田区）から企業版ふるさと納税をいただきました。

企業版ふるさと納税とは、自治体の実施する地方創生や

人口減少等の課題に対して民間企業が寄附を行い、その

資金を活用して自治体の課題解決や企業と自治体の

パートナーシップの構築を目指すものです。この度の寄

附は、SDGs 未来都市である日南町が取り組む環境保全

活動が一定の評価を得たことによるものです。いただい

た寄附金は、「SDGs による持続可能な共生・協働の森整

備事業」による新植活動に活用させていただきます。

　伊藤忠エネクス（株）からは、「日南町は豊かな森林や

人とのつながりを大切にしながら、SDGs 未来都市とし

て第一次産業の活性化や、町の広域を占める森林の保

全・有効活用事業に先進的に取り組まれています。特に、

『SDGs による持続可能な共生・協働の森整備事業』は当

社グループの社会貢献活動方針の３テーマ『環境保全』

『次世代育成』『地域貢献』のすべてにあてはまることか

ら、ぜひ日南町の活動を支援いたしたく寄附を決めさせ

ていただきました」とメッセージをいただきました。

緑十字銀章受章！

　多年にわたり交通安全活動に尽力し、功績をあげ

た交通安全功労者や優良安全運転者に対し、警察庁

長官と全日本交通安全協会会長の連名によって贈ら

れる交通栄誉章において、吉澤晴美さん（上石見）

が緑十字銀章を受章されました。

　吉澤さんは、鳥取県交通安全協会の石見支部長、

日野川地区交通安全協会副会長を歴任され、現在は

日野川地区交通安全協会会長に就任されています。

受章にあたって「運転者だけではなく、交通弱者も

含めてお互いの気持ちを考えた交通安全を目指し、

その機会を作ってきた。今後も地道な活動を続けて

いきたい」と話されました。
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24
１

さくらがおか

31
１

４
２

よしざわ はるよし

桜ヶ丘小の児童たち

祝



福祉保健課 
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　私たちは、日々不安や緊張、失敗や挫折など、さまざまなストレスにさらされ
ています。特に近年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、感染への不安
や行動の制限など、気が休まる暇がない環境の中で私たちは過ごしています。こ
のような環境の中で、こころの健康を損なう人が年々増えています。
　春は進学や就職、昇進、転勤、引っ越しなど、生活環境が大きく変わり、スト
レスや不安を感じやすい時期でもあります。うつ病をはじめとするこころの病気
は、ストレスが積み重なると発症しやすくなります。こころの病気は、決して特
別な人がかかるものではなく、誰もがかかる可能性があり、珍しいことでも恥ず
かしいことでもありません。
　ひとりで悩まないで、勇気を出して誰かに打ち明けてみませんか？
　また、こころの不調の早期発見のためには、周囲の気づきが大切です。

保健師

松本  朋子

～３月は「自殺対策強化月間」です～
孤立を防ぎ、誰かに相談できる町づくり

【
自
死
者
数
の
推
移
】

　
我
が
国
の
自
死
者
数
は
近
年
減
少
傾
向
で

し
た
が
、
令
和
２
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
令
和
４
年
１
月
21
日
に
警
察
庁
よ
り
発

表
さ
れ
た
速
報
値
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
の

日
本
の
自
死
者
は
、
2
0
8
3
0
人
（
男
性

1
3
8
1
5
人
、
女
性
7
0
1
5
人
）
と
、

前
年
と
比
較
し
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

鳥
取
県
で
は
90
人
と
、
前
年
と
比
較
し
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
日
南
町
で
は
平
成
29
年
は
５
人
、
平
成
30

年
〜
令
和
３
年
は
０
人
と
減
少
傾
向
で
は
あ

り
ま
す
が
、
年
に
よ
り
増
減
が
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
た
取
り
組
み
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　
自
死
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
悩
み
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
、
誰
か
に
話
し
た
り
、
専
門

の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
が
解

決
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
県
や
市
町
村
で

は
、
悩
ん
で
い
る
人
が
相
談
で
き
る
窓
口
を

整
備
す
る
一
方
で
、
身
近
な
人
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
に
早
く
気
づ
き
、
ゆ
っ
く
り
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
人
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

【
日
南
町
の
取
り
組
み
】

　
日
南
町
に
お
い
て
も
、
周
り
の
人
が
変
化

に
早
く
気
づ
き
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
町
内
外
の
60
機
関
で
構
成
す

る
「
ほ
っ
と
安
心
日
南
町
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
平
成
18
年
度

か
ら
毎
年
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
研
修
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
11
月
４
日
に
、
「
自
死
予
防

に
つ
い
て
〜
近
年
の
動
向
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
〜
」
と
題
し
た

研
修
会
を
行
い
、
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー 

原
田
所
長
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環
境
下
で
、

特
に
女
性
や
若
者
、
子
ど
も
の
自
死
率
が

上
昇
し
て
い
る
背
景
や
、
外
出
の
自
粛
な

ど
に
よ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
絶
た
れ

る
状
況
が
及
ぼ
す
自
死
へ
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
の
中

で
は
、
自
死
と
も
関
連
の
深
い
「
う
つ

病
」
の
お
話
が
あ
り
、
家
庭
や
地
域
の
中

で
、
何
か
変
化
の
あ
っ
た
方
へ
の
声
の
掛

け
方
な
ど
、
具
体
的
な
関
わ
り
方
に
つ
い

て
も
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
の
会
議
・
研
修
会
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
関
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
で
相
談
で
き
る
体
制
の
強
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後

も
地
域
全
体
で
こ
こ
ろ
の
健
康
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
見
守
り
支
え
あ
い
、
相
談

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
、
地
道
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　２月号でご紹介しました「にこにこ健康にちなん21計画」における令
和４年度の重点的に取り組む分野が決定しましたのでご報告いたします。
　令和４年度は、０次予防『家族・地域の団らん～人とのつながりを大
切に～』と１次予防『身体活動・運動』の２分野を重点的に取り組む分
野とします。計画の推進をはじめ、コロナ禍でも大切な“人とのつなが
り”を持ちながら、健康づくりに取り組めるような活動を計画していき
たいと思います。今後もみなさんが健康で、いつまでも笑顔で暮らせる
よう健康づくり活動に取り組んでいきます。
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～にこにこ健康にちなん21
　　　　　計画推進についてご報告～

～にこにこ健康にちなん21シンボルマーク～

〇役場福祉保健課
　☎８２-０３７４
〇鳥取県西部総合事務所米子保健所
　☎０８５９-３１-９３１０
〇鳥取県立精神保健福祉センター
　☎０８５７-２１-３０３１

【こころの健康相談窓口】

日南町スーミン

研修会の様子

鳥取県睡眠キャンペーン
イメージキャラクター
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　「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉

は
、
最
近
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
語
の
ま
ま
で
語
ら

れ
始
め
た
の
は
残
念
な
気
も
し
ま
す
が
、

本
来
大
人
が
対
応
す
る
よ
う
な
家
族
の

看
護
・
介
護
・
育
児
等
を
し
た
り
、
家

事
を
こ
な
し
た
り
し
て
い
る
児
童
生
徒

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

家
族
の
お
世
話
や
家
事
労
働
を
し
て
い

る
理
由
は
個
々
そ
れ
ぞ
れ
か
と
思
い
ま

す
が
、
増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

家
族
を
助
け
な
が
ら
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
に
深
い
敬
意
を
感
じ
ま
す
。
反
面
、

そ
の
年
代
で
経
験
し
て
お
き
た
い
こ
と

…

学
業
や
部
活
や
友
人
と
の
交
流
や
、

好
奇
心
を
持
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を

す
る
こ
と
な
ど
が
欠
け
て
し
ま
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
「
子
ど
も
が
子
ど
も
で

い
ら
れ
る
街
に
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
本
町
の
実
態
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
が
子
ど
も
と
し
て
の
経

験
を
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

周
囲
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
権
利
」
を
考
え
る
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　「
子
ど
も
の
権
利
を
認
め
守
る
」
と

い
う
考
え
方
は
、
平
成
２
年
に
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」
と
い
う
国
際
条
約
と

し
て
発
効
し
、
日
本
は
平
成
６
年
に
批

准
（
条
約
を
認
め
実
行
す
る
こ
と
を
決

め
る
こ
と
）
し
ま
し
た
。
現
在
は
世
界

の
２
０
０
近
く
の
国
が
締
結
し
て
い
ま

す
。
批
准
以
前
の
昭
和
54
年
の
「
国
際

児
童
年
」
あ
た
り
を
契
機
に
、
日
本
で

も
「
子
ど
も
の
権
利
」
が
言
わ
れ
始
め

ま
し
た
。
し
か
し
日
本
で
は
「
子
ど
も

の
権
利
ば
か
り
言
っ
て
い
る
と
甘
や
か

す
結
果
に
な
り
、
わ
が
ま
ま
な
大
人
が

増
え
る
」
と
い
う
批
判
が
多
か
っ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
か
く
い
う
私

も
「
子
ど
も
も
一
人
の
人
間
な
の
だ
か

ら
人
権
の
枠
の
中
で
取
り
組
め
ば
い
い

の
で
は
？
」
な
ど
と
甘
い
こ
と
を
漠
然

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
年
齢
を
重
ね
た
今
は
「
子
ど

も
に
は
子
ど
も
の
固
有
の
権
利
が
あ
っ

て
守
ら
れ
る
べ
き
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
次
の
４
つ

の
原
則
が
あ
り
ま
す
。

①
生
き
る
権
利

②
育
つ
権
利

③
守
ら
れ
る
権
利

④
参
加
す
る
権
利

　そ
も
そ
も
、
子
ど
も
が
自
ら
衣
食
住

を
得
て
生
き
抜
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

守
ら
れ
て
生
き
、
育
つ
た
め
に
は
、
大

人
の
助
け
が
必
要
な
の
は
当
然
で
す
。

発
展
途
上
と
呼
ば
れ
る
国
の
貧
困
層
で

は
、
幼
く
し
て
労
働
力
と
さ
れ
教
育
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
ず
、
家
族
が
生
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
紛
争
地
帯

で
は
誘
拐
さ
れ
た
子
ど
も
が
兵
士
と
し

て
の
み
教
育
さ
れ
、
平
然
と
銃
を
撃
っ

て
い
ま
す
。

　日
本
で
は
母
性
・
父
性
の
本
能
に

よ
っ
て
子
は
大
切
に
さ
れ
、
こ
と
さ
ら

社
会
が
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
家

族
に
介
入
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
代
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
家
庭
内
で
の
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
虐
待
、
育
児
放
棄
（
ネ
グ
レ

ク
ト
）
、
学
校
で
の
凄
惨
な
い
じ
め
が

次
々
と
報
じ
ら
れ
ま
す
。
報
道
さ
れ
る

の
は
死
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
で
、
お
そ
ら

く
は
氷
山
の
一
角
で
す
。
幼
い
頃
に
受

け
た
虐
待
は
、
一
生
そ
の
子
の
心
に
傷

を
残
し
ま
す
。
児
童
虐
待
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。
戦
前
に
回
帰
す
れ
ば
解
決
す
る

と
い
う
論
は
懐
古
趣
味
だ
と
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
に
は
固
有
の
権
利
が
あ
る
」
。

大
人
が
そ
れ
を
守
っ
て
あ
げ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
子
ど
も
が
受
け
た
痛
み
は
や

が
て
ブ
ー
メ
ラ
ン
に
な
っ
て
大
人
に

帰
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
こ
と



　
雪
と
い
う
も
の
は
、
降
る
と
き

は
あ
ん
な
に
フ
ワ
フ
ワ
し
て
い
る

の
に
、
積
も
る
と
ず
っ
し
り
重
く

て
厄
介
な
も
の
で
す
。
雪
に
よ
っ

て
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
が
ひ

し
ゃ
げ
て
し
ま
っ
た
、
な
ん
て
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
回
は
、
雪

と
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
破
損

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
冬
季
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

破
損
の
ほ
と
ん
ど
は
、
設
置
し
た

地
形
に
問
題
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
は
植
物
が
悪
さ
を

し
て
い
ま
す
。

　
写
真
①
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
に
絡
み
つ
い
た
植
物
に
雪
が
降
り

積
も
り
、
重
み
で
ひ
し
ゃ
げ
て
し

ま
っ
て
い
る
柵
の
写
真
で
す
。
柵
に

絡
み
つ
く
ツ
タ
以
外
に
も
、
周
辺
に

生
え
て
い
る
サ
サ
や
ス
ス
キ
も
、
積

雪
時
に
は
柵
に
雪
だ
ま
り
を
つ
く
り
、

負
担
を
か
け
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
植
物
と
雪
に
よ
っ
て
目

が
詰
ま
っ
た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

は
、
横
風
を
帆
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
し
ま
う
の
で
、
尚
更
雪
が
積
も
る

＆
風
で
ひ
し
ゃ
げ
る
と
い
っ
た
悪
循

環
に
も…

　
右
の
写
真
②
は
、
植
物
の
絡
ま
り

が
少
な
い
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の

様
子
で
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ツ
タ
の

部
分
に
雪
だ
ま
り
が
見
え
ま
す
が
、

写
真
①
に
比
べ
る
と
雪
の
積
も
り
方

が
全
く
違
い
ま
す
よ
ね…

　
こ
の
よ
う
に
、
柵
周
辺
の
ツ
ル
や

植
物
は
除
去
す
る
と
柵
は
壊
れ
に
く

く
な
り
ま
す
の
で
、
雪
が
積
も
っ
て

い
な
い
時
に
柵
の
見
回
り
を
し
て
し

ま
う
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート

第８回
雪とワイヤーメッシュ柵

不用品買取を依頼したら、貴金属を買い取られた！ vol.12

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

福田登代子 相談員

【アドバイス】

●貴金属が目当てです。不安な時は断りましょう！
　靴や着物は訪問のための口実で、指輪やネックレスなどの貴金属が目当てです。

訪問が不安な時は、早く訪問を断りましょう。また、業者との対応は必ず家族か

知人などに同席してもらい、何か言われてもすぐ断れる状況を作り対応しましょ

う。

●大切な貴金属は業者に見せない！安価な値段で買い取られる事も！
　貴金属の買い取りの金額が妥当かどうか十分に判断することもできず、安価な値段で買い取られる

事があり注意が必要です。業者から訪問したいと電話が入り契約した場合、クーリング・オフの対象

となります（契約書を受け取った日から８日間）。しかし、大切な貴金属が確実に手元に戻るか不安

もあります。大切な貴金属は「見積だけでも」と業者から言われても断りましょう。

【事例】他県の不用品買取業者から電話があり「古い靴や着なくなった着

物が１つでもありませんか？」と聞かれ、つい「靴も着物も処分したいも

のはある」と伝えたところ、「明日からお近くを担当者が回っているので

伺いたい」と説明され、了承しました。すると、「貴重品も対応してい

る。男性の担当者が伺うので」と言われ一人で対応するのは不安です。ど

うしたらいいのでしょうか？

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。
　役場住民課　 82-1112 （月～金）　　鳥取県　黒坂警察署　 74-0110
　鳥取県消費生活センター　 0859-34-2648 （平日・土日祝）

 広報にちなん令和４年３月　  12

～大切な貴金属は、業者に見せない！話をしない！～

写真②

写真①

怪しいと思ったら、すぐ決めず相談を！
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
火
災
に
い

ち
早
く
気
づ
い
て
早
期
に
消
火
や
避
難
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
消
防

法
に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
現
在
ま
で
に
効
果
が
あ
っ
た
事
例
が
数

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
多
く
は
使
用

で
き
る
期
間
を
10
年
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
10
年
た
つ
と
電
池
の
寿
命
、
電
子
部

品
の
劣
化
や
内
部
に
埃
が
た
ま
る
こ
と
で
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

本
体
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

た
時
期
を
確
認
す
る
か
、
本
体
の
ラ
ベ
ル
に

記
載
し
て
あ
る
製
造
年
を
参
考
に
10
年
経
過

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
換
え
時
期
が

来
て
い
ま
せ
ん
か【

問
合
せ
　
役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１
】

し
た
も
の
は
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。

　
電
池
の
寿
命
が
近
づ
く
と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

る
機
種
も
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
な
と
こ
ろ

・
住
宅
の
寝
室
（
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る

　
場
合
は
そ
の
上
の
階
段
室
）

　
台
所
へ
の
設
置
も
お
勧
め
し
ま
す
。

ど
ん
な
機
種
を
購
入
し
た
ら
よ
い
の
か

・
日
本
消
防
検
定
協
会
等
の
検
定
マ
ー
ク
　

　
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
業
者
の
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
消
防
署
員
や
役
場
職
員
が
直
接
家
庭
を
訪

問
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
な
ど

を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
誰
か
に

相
談
す
る
か
消
防
署
や
役
場
に
問
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
０
８
５
９

－

３
４

－

２
６
４
８
）
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

ハローワークでは、安定した就職を目指す方へ求職者支援訓練をお知らせしています。

●訓練科　①ファッションデザイン科　②簿記速習科（短期間・短時間）

●訓練概要（取得可能な資格）

①アパレル業界等で即戦力となる衣服関係の知識や縫製等の技術を習得します。（ファッションビジネス能

　力検定３級、ファッション販売能力検定３級）

②企業の経理部門における基本的な経理事務を身につけ早期就職を目指します。（日商簿記検定３級）

●訓練期間

①令和４年３月29日（火）～８月３日（水）　②令和４年３月29日（火）～４月15日（金）

●訓練場所

①米子文化服装専門学校（米子市錦町・無料駐車場あり）　②ほうき塾（倉吉市山根・無料駐車場あり）

●募集人員　①８名　　②12名

●応募期限　令和４年３月16日（水）正午まで

●応募資格　就職を希望される方

（②については新型コロナウイルスの影響を受けてシフトが減少した方や休業を余儀なくされている在職中

の方も受講可能な特例コースです）

●受講料　無料（ただし、テキスト代等の実費は自己負担）

●参考

・新型コロナウイルス感染症防止対策をしています。

・雇用保険受給者以外の方は、一定の条件を満たせば職業訓練受講給付金を受給しながら受講できます。

　詳しくは鳥取労働局のホームページ（鳥取県内職業訓練一覧）、またはハローワーク

　インターネットサービス（ハロートレーニングコース情報検索）をご覧ください。

□申 ･□問 ハローワーク根雨（根雨出張所）　TEL：72-0065

職業訓練の受講生募集お知らせ

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象
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□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

児童扶養手当
　児童扶養手当は、ひとり親家庭等の生活の安定と

自立を助け、児童の心身の健やかな成長を願って支

給される手当です。

●対象者
　母子家庭の母、父子家庭の父、母や父にかわって

その児童を養育している方（養育者）

●注意事項
・「児童」とは、18歳に達する日以後最初の３月31日

　（18歳の年度末）までにある児童をいいます。

　ただし、一定以上の障がいがある場合は20歳未満

　まで手当が受けられます。 

・児童扶養手当は、申請により支給が決定される制度です。

・児童数や所得額、養育費等の条件により支給金額

　が異なります。

・所得制限があります。

※現在受給されている方は、改めて申請手続きをす

　る必要はありません。該当すると思われる方は、

　お気軽にお問い合わせください。

特別児童扶養手当
　特別児童扶養手当は、身体や精神に障がいのある児童を育てている父や母などに支給される手当です。

●対象者　身体や精神に中等度以上の障がいのある20歳未満の児童を養育している保護者等。

●手当額（令和４年度）　１級：月額52,400円　２級：月額34,900円　（４・８・12月に支給）

●注意事項
・申請にあたっては聞き取りを行います。まずはご相談ください。

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳とは異なる基準により認定されます。

・ご本人、配偶者または扶養義務者の所得等に応じた支給制限があります。

・児童が施設に入所している場合は対象になりません。

・毎年、所得状況について調べがあります。

福祉保健課から各種手当のお知らせお知らせ

　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・レクリ

エーション・ボランティアなどの団体活動・グルー

プ活動に安心をお届けする補償制度です。

●加入できる団体：４名以上の団体・グループ

●対象となる事故：団体での活動中または往復中の事故

●保険期間：令和４年４月1日～令和５年３月31日

●補償内容：加入区分によって異なります。詳しく

　　　　　　はホームページをご覧ください。

□問 スポーツ安全協会鳥取県支部

　TEL：0857-26-8724（電話受付時間9:00～17:00※土日祝を除く）

　HP：https://www.sportsanzen.org/

小さな掛金･大きな補償 スポーツ安全保険お知らせ

海上保安学校学生採用試験（特別）≪10月入校≫
●受付期間　　３月18日（金）～３月25日（金）

●第１次試験　５月15日（日）

海上保安官採用試験（初任科）≪4月入校≫
●受付期間　　３月18日（金）～４月４日（月）

●第１次試験　６月５日（日）

※受験資格等の詳細は、海上保安庁ホームページを

　ご覧ください。

□問 境海上保安部管理課

  　TEL：0859-42-2532

2022年度 海上保安大学校･
海上保安学校採用試験について

お知らせ

　道路や歩道へ樹木や枝が民地（山林含む）からは

み出て、歩行者や自動車、特に大型車の通行の妨げ

となっている箇所があります。除雪作業の支障にな

ることや、台風や突風で樹木が倒れ、通行の支障と

なることもあり大変危険です。事故を未然に防ぐた

めにも、民地からはみ出た樹木や倒木は早めに伐採

してくださいますよう、よろしくお願いいたします。

道路にはみ出した樹木を
伐採してください！

お願い

　し尿汲み取り料金が４月から改定されます。ご理

解とご協力をお願いいたします。

●改定後の料金：１リットルあたり　11.26円

　　　　　　　　　　　　　　（税込12.386円）

　※料金の総額に10円未満の端数が生じた場合は

　　切り捨て

●実施時期：令和４年４月１日から

□問 ㈲いづはら日野営業所　TEL：75-3701

し尿汲み取り料金の改定についてお知らせ

. 
特別障害者手当
　特別障害者手当は、常時特別の介護が必要な重度

の障がいをもつ方の、精神的、物質的な負担の軽減

の一助となるよう支給される手当です。

●対象者
　重度の障がいがあり、日常生活に常時特別の介護

を必要とする20歳以上の在宅の方。

●手当額（令和４年度）
　月額27,300円（５・８・11・２月に支給）

●注意事項
・申請にあたっては聞き取りを行います。まずはご

　相談ください。

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉 

　手帳とは異なる基準により審査のうえ認定されます。

・ご本人、配偶者または扶養義務者の所得等に応じ

　た支給制限があります。

・施設に入所している方、病院に３か月以上入院し

　ている方は対象になりません。

・毎年、所得状況についての調べがあります。

□問 役場福祉保健課　TEL：82-0374
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る
手
話
。
鳥
取
県
で

は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス

で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

冬
の
間
は
お
休
み
し
ま
す

【
お
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

３
月
の
日
程

両手の三指を上
下に置くす

人差し指と
親指で耳を
軽くつまむ

「
春（
暖
か
い
）」

「
耳
の
日

（
３
月
３
日･

ひ
な
祭
り
）」

＋

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 

内　田　奏　詩　   智　之　　　下石見

坂　村　優朱果　   健　一　　　生　山

松　浦　隼　汰　   悠　樹　　　神　福

ご誕生おめでとうございます

かな た

しゅん た

ゆ はず

福　田　勝　之　　 83歳　　　 折　渡

白　根　久　子　　 70歳　　　 下石見

中　山　英　代　　 97歳　　　 神戸上

川　田　昌　志　　 67歳　　　 河　上

立　脇　　　透　　 67歳　　　 神　福

白　根　　　敏　　 71歳　　　 下石見

平　井　正　之　　 84歳　　　 生　山

前　田　　　榮　　 96歳　　　 丸　山

岸　　　駒　枝　　 88歳　　　 茶　屋

高　橋　文　子　　 99歳　　　 多　里

伊　田　トキヱ　　 94歳　　　 三　吉

（令和４年１月16日～令和４年２月15日受付分）

令和４年１月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,934 （−  6）  ■人 口  4,232 （ − 19）
■    男 2,014 （− 10）  ■　  女  2,218 （ −  9）

み
ゆ
き
ば
れ

は
る



「
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

令和２年11月17日生まれ
　（父）良太さん （母）江里子さん

ゆいこたなべ

田邊　唯子 さん【 神福 】
令和３年１月４日生まれ

　（父）裕樹さん  （母）美和さん

佐々木　健 さん【 生山 】
令和２年12月30日生まれ

　（父）慎吾さん（母）光さん

らいといまくら たけるささき

今倉　礼人 さん【 霞 】

「
動
く
こ
と
大
好
き
」

「
大
き
い
じ
ー
じ
大
好
き
」

　お姉ちゃんが大好きで、遊んでも
らったり時には泣かされたり、楽し
くたくましく育っています。
　最近、言葉が少しずつ分かるよう
になり、「いただきます」で手を合わ
せたり、名前を呼ぶと手をあげたりし
ます。「まんま」「バイバイ」などと話
すこともできるようになりました。
　「元気で粘り強く、思いやりのあ
る人に育ってほしいな」とご両親。

　家族が歩くとその後を喜んで歩
いてついてきたり、お兄ちゃんが
遊んでいると近くに行って遊ぶし
ぐさを真似したりと、いつも元気
に動き回っています。
　最近は、食事の時に自分でスプー
ンやコップを持ちたがるようにな
り、成長を感じました。
　「元気で優しくて思いやりのある
子になってほしいな」とご両親。

　大好きな大きいじーじに抱っこさ
れていつもラブラブです。食べ物で
は白米とバナナが大好きで、お姉
ちゃんよりもよく食べます。
　最近、一人で玄関の重い戸を開け
て庭先まで出ることができるように
なり驚きました。
　「たくさん食べて、優しさを持っ
て大きくなってほしいな」とご両親。

■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

道の駅にちなん出荷者協議会では、道の駅にちなん日野川の郷の直売所に出荷していただける出荷者を募集しています。
野菜だけではなく、加工品・工芸品なども出荷できます。
【入会申込・問合せ】　役場農林課：82-1114　　道の駅にちなん日野川の郷：82-1707

出荷者募集中！

日南町のグリーンドクター

小谷　正美さん(神戸上)
こだに まさみ 　野菜は赤ちゃんと一緒なんです。野菜のほうから喋りかけたりはしてこないので、こ

ちらがよく見て、手をかけてやることが大事です。畑に入るとなんだか気合が入り、背

筋がシャキッとします。あと、手をかけるにも体力が要るので、健康維持にも気を遣っ

ていますね。なにより「楽しんで作ること」。これが重要です｡

　好きな野菜は、今の季節だとキャベツやほうれん草。苦手な野菜はトマトです（笑）

でも、いちばん手をかけて作っているのはトマトなんです。どんな野菜でも愛情込めて

作って送り出しています。愛情をこめて育てると、本当にいい子たちに育ってくれます。

　今が旬の野菜でいえば、ほうれん草は和え物にして食べるのがおすすめです。また、

キャベツは、ロールキャベツのように煮たり、野菜炒めのように火を通したりすると、

さらに甘みが強くなり美味しくなります。この時期のキャベツは甘みが強くて本当に美

味しいんですよ。

このコーナーでは、道の駅にちなん出荷者協議会の活動をご紹介していきます。
記念すべき第１回目は、日南町の「グリーンドクター」こと、小谷正美さんにお話を伺いました。

出荷者協だより新連載 vol.01

Ｑ1 野菜を作るうえでこだわっている点はどこですか？

Ｑ2 好きな野菜・苦手な野菜は？

Ｑ3 おすすめの野菜の食べ方はありますか？


